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「
帝
室
林
野
局
木
曽
支
局
庁
舎
」

　

中
部
森
林
管
理
局
の
前
身
と
し
て
長
野
営
林
局
が

あ
り
ま
し
た
が
、
更
に
そ
の
前
身
と
し
て
帝
室
林
野

局
木
曽
支
局
が
明
治
三
十
年
代
か
ら
木
曽
福
島
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
前
の
木
曽
谷
一
円
の
御
料
林
（
後
の
国
有
林
）
を

管
理
す
る
木
曽
支
局
の
庁
舎
は
明
治
三
十
六
年
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
二
年
の
木
曽
福
島
の
大
火

で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
現
在
残
っ
て
い
る
の

は
二
代
目
の
庁
舎
と
な
り
ま
す
。

　

二
代
目
の
庁
舎
は
戦
後
、
昭
和
三
十
一
年
に
現
在

の
長
野
市
の
庁
舎
に
機
能
が
移
転
す
る
ま
で
は
長
野

営
林
局
の
本
庁
舎
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

林
業
試
験
場
木
曽
分
場
や
福
島
営
林
署
、
森
林
技
術

セ
ン
タ
ー
の
庁
舎
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
代
の
地
元
関
係
者
の
尽
力
と
復
元
改

修
工
事
を
経
て
、
現
在
は
長
野
県
木
曽
町
が
所
有
す

る
「
御
料
館
」
と
し
て
活
用
さ
れ
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
様

式
の
洋
風
建
築
の
姿
を
伝
え
て
い
ま
す
。

今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
技
術
普
及
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第23回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　

当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

現在も残る２代目の帝室林野局木曽支局庁舎
（昭和２年落成／絵はがきより）

初代の帝室林野局木曽支局庁舎
（明治36年設置／絵はがきより）

［
下
写
真
］
昭
和
二
十
年
代
後
半
頃
の
写
真

［
上
写
真
］
昭
和
初
期
頃
の
局
内
部
と
思
わ
れ
る
写
真


